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｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2023.02.02) 

                                                     文･写真：武田 

日 時：2023(令和 5)年 2月 2日(木)  9:30～15:00  

気 象：薄曇り､半晴 

活動エリア：４５林班ろ-03 

活動内容：地域環境保全(作業歩道整備､倒木処理､過密広葉樹除伐) 

参加者(会員) 斧田一陽､菊山美紀子､黒山泰弘､武田壽夫､竹歳三喜子､当山清之､春名浩一､中川義行                                      

計 ８名 

＜森林づくりは道づくりから＞ 

｢僕の前に道はない 僕の後ろに道はできる(高村光太郎)｣で､前回スタートした作業歩道の延伸に取り組

む。山腹を巻いて上方の整備済みの道に繋げる予定である。これで 45 林班の渓に多少は近回り出来る

ようになる。足元には消え残った雪､時々吹き渡る風は冷たい。 

【昼の気温は 5℃】 

 

作業の合間の雑談中】 

 

＜今日の成果＞ 

  路肩に木を積みながら山腹を削り､道を均していく。要するに土方作業で､結構疲れる。約 60m を延伸。 

 

＜写真＞ 

【作業場所はこんな山腹】 

 

【山腹を削って足元を均す】 
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＜写真＞  

【只々、土木作業を続ける】 

 

【歩き易いよう､仕上げは念入りに】 

 
【もう少し手をかけた方が良かったカモ？】 

 

【整備後の一例】 

 
【均した道を帰途につく】 

 

【付ケタリ：舗装路竣工碑 S44 住職は寂詮】 

 

 


